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B 109　 合理的な家庭洗濯に関する検討一洗瀾ネットの適切な使用力法についてー

ライオン家庭科学研究所　　　　 ○青山　修子　　 原　豊　　 田中　丈三

永山　升三

〔目的〕　洗濯ネッ 目よ衣料の損傷を軽減する洗m 用具として、一般家庭で広く利用され

ているが、近年特に種々の形態のものが市販され、家庭での所持率や所持枚数も増加傾向
にある。我々は洗濯機・衣料・洗剤の動向を考慮しながら、合理的な家庭洗濯を行なう上

で洗濯ネットの適切な使用方法を明らかにすることを目的として検討を行なった。
（方法）　各種市m 洗濯ネットを用いて、二槽式洗濯機（標準・弱水i!iiE）、新水流型全自

動洗濯機（ 標準・弱・手洗い水流）により、編i≪i （毛100 ％,  20cmX20cni ）の面積収縮率

および綿金巾のほつれ率を求め衣料の損傷を検討した。また、衣料に加わる機械力および
洗いむらは　JIS C9606 に準じ、カーボx ブラック配合人工汚垢布の洗浄度より求めた。

洗浄力は天然衿汚垢布および水分敵媒人工汚垢布 東より求めた。

（結果）　①編地の面積収縮率、綿金巾のほつれ率でみた衣料の損傷は、洗濯ネットを使

用した場合に(i. 未使用時に比べ標準水流、弱水流で洗った場合共に減少するが、洗浄力

も低下する。また、標準水流でネットを使用した場合には、弱水流でネット未使用の場合

に比べ、衣料の損傷は増大し洗浄力も向上する。②洗濯ネットを使用した場合には、未使
用時に比べ洗いむらが生じやすい. ③洗濯ネットに入れる衣料の籤により、損傷の程度、

洗浄力は異なり、衣料が増加するにつれて損傷は軽減されるが、洗浄力は低下し洗いむら

がm 著となる。④酵素配合洗剤による予浸洗浄や液体洗剤による塗布洗浄を行った場介に

は、洗m ネットを使用しても、mm ネット未使用時のこれらの洗剤による通常洗浄に比べ

て高い洗浄力が得られ、洗いむらも軽減される。　　 ※　奥村ら;  油化学,  30,432（1981 ）

B no 洗濯機のすすざの解析
松下電器　洗濯機事業部　技術部 森脇18 康

（目的）　洗濯機のすすぎ･[c ついては.  IS 系の中で導がれたfjE来の理論式をもとE  .  溢水

すすぎ性能は給水量によってのみ決まるものと考えら れていた. 本解析では，実際に促し

た理論式を導くとともE  ,   パソコニ/による精度の高い自動計測[Zよる裏付けを行ない，

すすぎの挙動を明ら力[Zした.
（方法）　mm 式は　C  : 濃度, w ：布重S  ,   M ：布容積,   V  : 洗濯ti 容積.   V： 給水量

ｒ：攬枠係i!.   0《: 溢水濃度係i!.   t：時間とすると溢水すすぎにおけるすすぎ希釈度は

§譜 ｝⑤ﾄﾄ 折 千 二雫 ぎ ）小 刈 女 万 言 堅 川

で表わきれ，洗濯槽内に電導度と ルを装着し

電導度計の出力t.化をパソコこ/t 処理すると

共に槻拝翼の反転時限等を制御することに

より各種要因別のデータ蓄積を行なった.

（ 結果）　すすぎ性能の大きな要因である給

水量以外の攬拝翼の反転時限との関迪を，

数機種についての実験結果と理論式が5

攬俘係数を算出 するこ<!r E より 解明する

と ができた．
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図 ： 測 定 結 果（ Ｏ ）と 理 論 曲 線
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